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２０１４年３月３１日

　２０１２年８月の児童福祉法改定によって、学童保育（放課後

児童クラブ）の基準を、国は省令（厚生労働省令）で定めること

（２０１４年３月末までに公布）、また、市町村は国が定めた基

準をふまえて市町村の条例の基準を定めることになりました（２

０１５年３月末まで制定）。

　国が定める基準について、「省令案」が示される予定になって

いますが、３月末現在、広く国民からの意見（パプリックコメン

ト）募集公表する時期が遅れていることもあり、３月１０日に【

未定稿】の段階で、市町村に省令案（次ページに掲載）を示しま

した。

　私たちの取り組みとしては、国に対して「パブリックコメント

」に取り組むことも必要ですが、同時に、市町村は【未定稿】で

あっても示された省令案をもとに、市町村での基準づくりに動い

ていきます。市町村に対して、「国基準以上の良い基準をつくっ

てほしい」と働きかける取り組みに力を注ぐ必要があります。

　すでに、いくつかの市町村では、「地方版子ども・子育て会議

」で学童保育の基準の検討が始められており、「有資格者は複数

とする」という国基準以上の提案をしている自治体もあれば、「

定員は５０人までとする」という「おおむね４０人まで」を超え

た規模を検討している自治体もあります。「国の基準に準ずる」

とする自治体も多いようです。

　県連協としては、「パブリックコメント」にあたって全国学童

保育連絡協議会の案をもとに、省令案が公表された場合の「パブ

リックコメント」の参考にしていただく「意見書案」を作成しま

した。

　さらに、市町村での基準づくりについて、提言「私たちが求め

る学童保育の設置・運営基準」とともに、「子ども・子育て会議

」に反映できるように要望していただきますようお願いします。

「学童保育の実態と課題に関する資料」を同封しました。

 

 

   

 
 鹿児島県児童クラブ
連絡協議会作成
(2014 年 3 月 )

【学童保育（放課後児童クラブ）の目的・役割の明記
について】
１　省令に事業の目的・役割を明記してください。
２　学童保育の実施主体として、市町村の責務を明記してく
　ださい。
３ 「最低基準の目的」に具体的な基準を明記してください｡
　①　市町村が、入所案内・入所説明、申込み方法、申込み
　　手続きなどを一律に定め、申込状況の把握を確実に行い
　　必要とする家庭が利用できるようにしてください。
　②　優先利用を制度化することによって、入所できる要件
　　を狭めていくことは避けるべきです。入所要件を満たす
　　すべての家庭が入所できるよう、学童保育の増設等の手
　　立てを講じることは市町村の責務であることを明確にし
　　てください。
　③　法律上は、６年生まで対象としたことの意味をふまえ
　　て、「希望があれば６年生までを受け入れる必要がある
　　」ことを原則として明記してください。

【指導員の資格について（従うべき基準）】
１　保育士の資格を基本としてください。
２　指導員の資格について、就学後の子どもの保育にふさわ
　しい養成課程が整備される必要があります。
３　専任で勤務する複数の指導員に資格を求めることが必要
　です。
４　「放課後子ども教室」などの「類似する事業」と学童保
　育は、事業の目的、内容、実施回数・時間、求められる従
　事者の仕事の性格など、異なるものであり、「類似する事

　業に従事した者」を資格要件に加えることはふさわしくあ
　りません。

【指導員の配置基準について （従うべき基準）】
１　指導員の配置基準は、児童数２０人までは専任２人以上
　３０人までは専任３人以上としてください。
２　指導員の配置基準は、１施設に有資格者は専任２人以上
　としてください。      
３　小規模であっても専任２人以上の配置としてください。
　専任の指導員は常時必要なのだから他の施設の職員との兼
　務は実際的には不可能です。

【児童の集団の規模について （参酌基準）】
１　児童の集団の規模の上限は４０人までとしてください。 
２　児童の集団の規模について、「おおむね」は削除し、「
　４０人までとする」としてください。
３　児童の集団の規模の上限を基準として定めるのであるか
　ら、上限を超えた場合には翌年までには基準を満たす措置
　を講じなければならない（分割する）ことを明記してくだ
　さい。

【施設・設備の基準について （参酌基準）】
１　 施設の広さには、台所やトイレ等を含まず、生活する
　部屋（室）は子ども一人あたり１．９８㎡としてください
２　施設は、専用の生活する部屋（室）を確保することを明
　記し、区画」ではなく「専用の部屋（室）」ということを
　明示してください。

 



 
 

②    

【開設日・開所時間について （参酌基準）】
１　開設日は、毎年度４月１日から翌年３月３１日までの学
　校課業日の放課後、土曜日および長期休暇等の学校休業日
　と明記してください。
２　開所時間は、平日においては１０時から１８時３０分、
　休日においては８時から１８時３０分をベースとし、地域
　事情において設定することができるようにしてください。
３　新１年生の受け入れ等も、考慮する規定を設けてくださ
　い。

【運営規定に関わって】
１　保護者が払うべき額（保育料）等について、非課税世帯
　や一人親家庭からの徴収にあたっては減免措置と公的助成
　制度の明記をしてください。
２　複数の児童が利用する同一世帯においても減免措置を講
　じてください。
３　備えるべき施設・整備として、生活室の他に、プレイル
　ーム、静養室、事務室、障害児用を含むトイレ、玄関、台
　所、倉庫等収納スペース、手洗い場、足洗い場、温水シャ
　ワー、物置、電気・給排水 設備、冷暖房設備、屋外の遊
　び場、避難口、換気、日照・採光設備等を設け、衛生およ
　び安全が確保された施設としてください。

【その他、「放課後子供教室」、児童館との関係、水
　準の確保、財政措置などについて （参酌基準）】
１　「放課後子ども教室」または児童館とは、生活する部屋
　および職員は同一にすることはならず、それぞれに専用室
　と専任の職員を配置することを明確にしてください。
２　午後５時までは「全児童対策事業」、午後５時以降は学
　童保育を行うのでは、「平日は１日３時間以上」の基準を
　満たさないものなので、学童保育として取り扱わないこと
　を明確にしてください。
３　類似の事業は、「保護者が就労等により昼間の保護者が
　いない」要件を満たしておらず、学童保育の法制化時にお
　いても「塾・習い事・スポーツクラブ」等は、児童福祉法
　上の学童保育ではないことを明確にしてください。
４　受入体制の拡充のための具体的な方策を検討し、指導員
　の配置基準を省令で明記することや、施設面、研修、相談
　体制など、総合的な受入体制の拡充を明記してください。
５　財源の確保が図られるよう法制的な整備が必要であると
　同時に、２０１５年度以降の各年度の予算に確実に財源確
　保を図る手立てを講じることを明確にしてください。 　
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当
す
る
者
は
�
第

　

十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
�
平
成

　

３
２
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
は
�　

　

引
き
続
き
当
該
放
課
後
児
童
健
全
育

　

成
事
業
所
に
お
い
て
�
当
該
業
務
に

　

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
�

２　

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成

　

３
２
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
事

　

業
を
開
始
し
た
放
課
後
児
童
健
全
育

　

成
事
業
所
に
つ
い
て
は
�
第
四
条
柱

　

書
き
中
�
修
了
し
た
も
の
�
と
あ
る

　

の
は
�
�
修
了
し
た
も
の
�
平
成
３
２

　

年
３
月
３
１
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ

　

と
を
予
定
し
て
い
る
者
を
含
む
�
�
�　

　

と
す
る
�

 
　学童保育の基準に関する省令案は、まだ正式に発表されておらず、「パブリックコメント」も始まっていません。いつ発表になる
か未定ですが、私たち学童保育関係者の声が反映される「省令」とするために、たくさんの声を届けることが必要です。
　学童保育の基準については、提言「私たちが求める学童保育の設置・運営基準」（全国連協作成）を参考にしてください。また、
学童保育の実態と課題に関する資料も添付しました。それぞれの自治体担当者への要望や学習会の資料としてご活用ください。



  　未定稿ですが、３月１０日付で「内閣府子ども・子育て支援新制度施行準備室」による
都道府県・指定都市・中核市宛に学童保育の基準に関する「省令案」が示され、以下のよ
うな内容の「事務文書」が出されています。
「各基準（仮称・案）についてはあくまで現時点での未定稿の仮案であり、今後の法制審
査等の結果、規定ぶり・規定位置などに変更があり得ること、職員配置基準については国
の子ども・子育て会議における公定価格の議論の結果を踏まえた変更があり得ること、及
び各条が従うべき基準であるか又は参酌基準であるかの整理についても今後の調整により
変更があり得ることに十分御留意の上、条例策定作業の参考として御活用ください。」
　省令案です。一人ひとりの保護者・指導員から意見・要望を届けましょう！

③

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
仮
称
）

�
趣
旨
�

第
一
条　

児
童
福
祉
法
�
昭
和
２
２
年

　

法
律
第
１
６
４
号
�
以
下
�
法
�
と

　

い
う
�
�
第
三
十
四
条
の
八
の
二
第
二

　

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

　

�
以
下
�
設
備
運
営
基
準
�
と
い
う
�
�

　

は
�
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応

　

じ
�
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

　

規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
�

　

一　

法
第
三
十
四
条
の
八
の
二
第
一

　
　

項
の
規
定
に
よ
り
�
放
課
後
児
童

　
　

健
全
育
成
事
業
�
法
第
六
条
の
三

　
　

第
二
項
に
規
定
す
る
放
課
後
児
童

　
　

健
全
育
成
事
業
を
い
う
�
以
下
同

　
　

じ
�
�
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
員

　
　

数
に
つ
い
て
市
町
村
�
特
別
区
を

　
　

含
む
�
以
下
同
じ
�
�
が
条
例
を
定

　
　

め
る
に
当
た
�
て
従
う
べ
き
基
準

　
　

第
十
条
�
第
四
項
を
除
く
�
�
の
規

　
　

定
に
よ
る
基
準

　

二　

法
第
三
十
四
条
の
八
の
二
第
一

　
　

項
の
規
定
に
よ
り
�
放
課
後
児
童

　
　

健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
者
及

　
　

び
そ
の
員
数
以
外
の
事
項
に
つ
い

　
　

て
市
町
村
が
条
例
を
定
め
る
に
当

　
　

た
�
て
参
酌
す
べ
き
基
準
こ
の
省

　
　

令
に
定
め
る
基
準
の
う
ち
�
前
号

　
　

に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
以
外

　
　

の
も
の

２　

設
備
運
営
基
準
は
�
市
町
村
長
�
特

　

別
区
の
区
長
を
含
む
�
以
下
同
じ
�
�

　

の
監
督
に
属
す
る
放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
を
利
用
し
て
い
る
児
童
�
以

　

下
�
利
用
者
�
と
い
う
�
�
が
�
明
る

　

く
て
�
衛
生
的
な
環
境
に
お
い
て
�　

　

素
養
が
あ
り
�
か
つ
�
適
切
な
訓
練

　

を
受
け
た
職
員
の
支
援
に
よ
り
�
心

　

身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
こ

　

と
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
�

３　

厚
生
労
働
大
臣
は
�
設
備
運
営
基

　

準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め

　

る
も
の
と
す
る
�

�
最
低
基
準
の
目
的
�

第
二
条　

法
第
三
十
四
条
の
八
第
一
項

　

の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
条
例
で
定

　

め
る
基
準
�
以
下
�
最
低
基
準
�
と

　

い
う
�
�
は
�
利
用
者
が
�
明
る
く
て
�

　

衛
生
的
な
環
境
に
お
い
て
�
素
養
が

　

あ
り
�
か
つ
�
適
切
な
訓
練
を
受
け

　

た
職
員
の
支
援
に
よ
り
�
心
身
と
も

　

に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
保

　

障
す
る
も
の
で
あ
る
�

�
最
低
基
準
の
向
上
�

第
三
条　

市
町
村
長
は
�
そ
の
管
理
に

　

属
す
る
法
第
八
条
第
四
項
に
規
定
す

　

る
市
町
村
児
童
福
祉
審
議
会
を
設
置

　

し
て
い
る
場
合
に
あ
�
て
は
そ
の
意

　

見
を
�
そ
の
他
の
場
合
に
あ
�
て
は

　

児
童
の
保
護
者
そ
の
他
児
童
福
祉
に

　

係
る
当
事
者
の
意
見
を
聴
き
�
そ
の

　

監
督
に
属
す
る
放
課
後
児
童
健
全
育

　

成
事
業
を
行
う
者
�
以
下
�
放
課
後

　

児
童
健
全
育
成
事
業
者
�
と
い
う
�
�

　

に
対
し
�
最
低
基
準
を
超
え
て
�
そ

　

の
設
備
及
び
運
営
を
向
上
さ
せ
る
よ

　

う
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
�

２　

市
町
村
長
は
�
最
低
基
準
を
常
に

　

向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と

　

す
る
�

�
最
低
基
準
と
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
�

第
四
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

者
は
�
最
低
基
準
を
超
え
て
�
常
に
�

　

そ
の
設
備
及
び
運
営
を
向
上
さ
せ
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
�

２　

最
低
基
準
を
超
え
て
�
設
備
を
有

　

し
�
又
は
運
営
を
し
て
い
る
放
課
後

　

児
童
健
全
育
成
事
業
者
に
お
い
て
は
�

　

最
低
基
準
を
理
由
と
し
て
�
そ
の
設

　

備
又
は
運
営
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら

　

な
い
�

�
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
の
一
般

原
則
�

第
五
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

者
は
�
利
用
者
の
人
権
に
十
分
配
慮

　

す
る
と
と
も
に
�
一
人
一
人
の
人
格

　

を
尊
重
し
て
�
そ
の
運
営
を
行
わ
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
�

２　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
�

　

地
域
社
会
と
の
交
流
及
び
連
携
を
図

　

り
�
児
童
の
保
護
者
及
び
地
域
社
会

　

に
対
し
�
当
該
放
課
後
児
童
健
全
育

　

成
事
業
者
が
行
う
放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
の
運
営
の
内
容
を
適
切
に

　

説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
�

３　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
�

　

そ
の
運
営
の
内
容
に
つ
い
て
�
自
ら

　

評
価
を
行
い
�
そ
の
結
果
を
公
表
す

　

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�

４　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
行

　

う
場
所
�
以
下
�
放
課
後
児
童
健
全

　

育
成
事
業
所
�
と
い
う
�
�
の
構
造
設

　

備
は
�
採
光
�
換
気
等
利
用
者
の
保

　

健
衛
生
及
び
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る

　

危
害
防
止
に
十
分
な
考
慮
を
払
�
て

　

設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�

�
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
と
非
常

災
害
対
策
�

第
六
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

者
は
�
軽
便
消
火
器
等
の
消
火
用
具
�

　

非
常
口
そ
の
他
非
常
災
害
に
必
要
な

　

設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
�
非
常
災

　

害
に
対
す
る
具
体
的
計
画
を
立
て
�　

　

こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練

　

を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
�

２　

前
項
の
訓
練
の
う
ち
�
避
難
及
び

　

消
火
に
対
す
る
訓
練
は
�
少
な
く
と

　

も
毎
月
一
回
は
�
こ
れ
を
行
わ
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
�

�
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
職
員
の

一
般
的
要
件
�

第
七
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

に
従
事
す
る
職
員
は
�
健
全
な
心
身

　

を
有
し
�
豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
観

　

を
備
え
�
児
童
福
祉
事
業
に
熱
意
の

　

あ
る
者
で
あ
�
て
�
で
き
る
限
り
児

　

童
福
祉
事
業
の
理
論
及
び
実
際
に
つ

　

い
て
訓
練
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
�

�
職
員
の
知
識
及
び
技
能
の
向
上
等
�

第
八
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

の
職
員
は
�
常
に
自
己
研
鑽
に
励
み
�

　

児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に

　

必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
�
維

　

持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
�

２　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
者
は
�

　

職
員
に
対
し
�
そ
の
資
質
の
向
上
の

　

た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
�

�
設
備
の
基
準
�

第
九
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

所
に
は
�
遊
び
及
び
生
活
の
場
と
し

　

て
の
機
能
並
び
に
静
養
す
る
た
め
の

　

機
能
を
備
え
た
区
画
�
以
下
こ
の
条

　

に
お
い
て
�
専
用
区
画
�
と
い
う
�
�

　

を
設
け
る
ほ
か
�
支
援
の
提
供
に
必

　

要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
�

２　

専
用
区
画
の
面
積
は
�
児
童
一
人

　

に
つ
き
お
お
む
ね
１
・
６
５
平
方
メ
�

　

ト
ル
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�

３　

専
用
区
画
並
び
に
第
一
項
に
規
定

　

す
る
設
備
及
び
備
品
等
�
次
項
に
お

　

い
て
�
専
用
区
画
等
�
と
い
う
�
�
は
�

　

専
ら
当
該
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　

業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
�
た
だ
し
�
児
童
の
支
援

　

に
支
障
が
な
い
場
合
は
�
こ
の
限
り

　

で
な
い
�

４　

専
用
区
画
等
は
�
衛
生
及
び
安
全

　

が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
�

�
職
員
�

第
十
条　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

者
は
�
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　

所
ご
と
に
�
放
課
後
児
童
支
援
員
を

　

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�

２　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
数
は
�
支

　

援
の
単
位
ご
と
に
二
人
以
上
と
す
る
�

　

た
だ
し
�
そ
の
一
人
を
除
き
�
補
助

　

員
�
放
課
後
児
童
支
援
員
が
行
う
支

　

援
に
つ
い
て
放
課
後
児
童
支
援
員
を

　

補
助
す
る
者
を
い
う
�
�
を
も
�
て
こ

　

れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
�

３　

放
課
後
児
童
支
援
員
は
�
次
の
い

　

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
�
て
�

　

都
道
府
県
知
事
が
行
う
研
修
を
修
了

　

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
�

　

一　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者

　

二　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

　
　

者

　

三　

学
校
教
育
法
�
昭
和
２
２
年
法

　
　

律
第
２
６
号
�
の
規
定
に
よ
る
高

　
　

等
学
校
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校

　
　

を
卒
業
し
た
者
�
同
法
第
九
十
条

　
　

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
へ
の

　
　

入
学
を
認
め
ら
れ
た
者
若
し
く
は

　
　

通
常
の
課
程
に
よ
る
１
２
年
の
学

　
　

校
教
育
を
修
了
し
た
者
�
通
常
の

　
　

課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り
こ
れ
に

　
　

相
当
す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た

　
　

者
を
含
む
�
�
又
は
文
部
科
学
大
臣

　
　

が
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有

　
　

す
る
と
認
定
し
た
者
�
以
下
こ
の

　
　

項
に
お
い
て
�
高
等
学
校
卒
業
者

　
　

等
�
と
い
う
�
�
で
あ
�
て
�
２
年

　
　

以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た

　
　

も
の

　

四　

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
り
�　

　
　

幼
稚
園
�
小
学
校
�
中
学
校
�
高

　
　

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
教

　
　

諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者

　

五　

学
校
教
育
法
の
規
定
に
よ
る
大

　
　

学
に
お
い
て
�
社
会
福
祉
学
�
心

　
　

理
学
�
教
育
学
�
社
会
学
�
芸
術

　
　

学
若
し
く
は
体
育
学
を
専
修
す
る

　
　

学
科
又
は
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
課

　
　

程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
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2014（平成26）年度の国の補助単価です。

老朽化した既存施設の改築や耐震化補強等に対応する大規模修繕、児童受け入れ枠拡大につながる拡張整備を補助の対象に！
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④

2014年度の放課後児童健全育成事業の補助単価・案（補助率１／３）

入所児童数
２０１４年度

（250日開設＝基準日数）
前年比

290日の場合
（この日数が最多）

10人～19人 1217,000円 24,000円増 1,777,000円

20人～35人 2,137,000円 43,000円増 2,669,000円

36人～45人 3,427,000円 67,000円増 3,987,000円

46人～55人 3,257,000円 64,000円増 3,817,000円

56人～70人 3,087,000円 61,000円増 3,647,000円

71人以上 2,917,000円 58,000円増 3,477,000円

開設日数加
算

開設日数加算 １日14,000円 同額 40日×14,000円＝560,000円

特例分
開設日数

200～249日

平日分

長期休暇分

（全国厚生労働部局長会議資料をもとに全国学童保育連絡協議会が作成）

　都道府県・指定都市・中核市
　　１か所当たり　870,000円（10,000円減）

（１）ボランティア派遣事業(4事業)

　１事業当たり　年額 4491,000円（8,000円増）×事業数

（２）障害児受入推進事業

　１クラブ当たり　年額 1,639,000円（31,000円増）×か所数

都道府県等
分

放課後児童指導員
等資質向上事業費

市町村分
放課後児童クラブ
支援事業

長時間
開設加算

児童数区分

年間平均児童数20人以上　年額　2,101,000円（前年比　42,000円増）
長時間開設加算　　年額　278,000円（前年比　5,000円増）

１日６時間を超え、かつ18時を越えて開設する場合
　１時間単価273,000円（4,000円増）×「１日６時間を超え、かつ18時を超える時間
数」の年間平均時間数

１日８時間を超えて開設する場合
　1時間単価125,000円（2,000円増）×「１日８時間を超える時間数」の年間平均時
間数

＊補助率は３分の１で、助単価を国・都道府県・市町村が３分の１ずつ負担。ただし、政令都市・中核市は３分の２
で都道府県の負担分はない。

◆小規模学童にかかる特別交付税

特別交付税

国の学童保育施設整備費（２０１４年度） 前年度比　1億1400万増

◆放課後児童クラブの整備
内　訳 補助単価　2,355.6万円

補助単価　700万円

補助単価　100万円

補助単価　100万円

補助単価　300万円

◆児童館、児童センターの整備費

児童館を建て、その中に学童保育を実施する場合、「児童クラブ室分」の31.8㎡分
が建設費に加算されます。拡張単価は１㎡当たり12万4900円です（トイレ・事務室
等は他の施設と共用する）。市町村から国に申請することが必要です。

ⅱ）放課後児童クラブ環境改善事業

　児童館内に学童保育室を設置する補助金

児童館等の既存施設において新たに学童保育施設
を実施する場合に、冷暖房設備や冷蔵庫等を購入す
るための設備整備費です。

ⅳ）倉庫設備設置事業（仮称）新規 これまで安心こども基金管理運営要領の「放課後児
童クラブ設置促進事業」により実施していた倉庫設備
の設置費用。

余裕教室などの既存の施設を学童保育施設に転用
する場合の補助金です。

②放課後子ども環境整備等事業
ⅰ)放課後児童クラブ設置促進事業

ⅲ）放課後児童クラブ障害児受け入れ促進
事業

障害児の受け入れのために既存の学童保育施設（余
裕教室などに限らない）を改修する場合の補助金で
す。

市町村が単独事業として実施している年間開設日数や年間平均児童数が国庫補
助要件を満たさない小規模放課後児童クラブ（小規模学童保育）は、「特別交付税
に関する省令」附則第5号第6項の規定により、特別交付税の算定対象となってい
ます。
この交付税は、市町村からの申請するものではなく、総務省が調査を行い、対象と
する学童保育があれば交付されます。学童保育担当課が調べて記入して報告す
ることになります。

　算定金額　5万5000円×児童数

①施設整備費の補助 放課後児童クラブを新たに設置するための創設整備
や、耐震化等に対応するための改築、大規模改修お
よび受入枠拡大に繋がる拡張に必要な費用を支援。
国と都道府県と市町村の負担割合は３分の１です。



 

 

　第 7回新年度を控えての指導員・学童保育研修会は、３月９日鹿児島市の県教育会館にて、
加盟クラブから６２名、未加盟クラブから４３名の参加がありました。遠くは、奄美大島からの参加いただ
きました。
　薩摩川内市の黒木わいわいクラブの小牧利明さんによる「あってよかった連絡協議会」と題する基調講演、
午後からは「指導員の仕事と役割－基礎と実践講座」と、理論講座として「子どもの発達と心理」、「学童保
　育の制度と仕組み」について研修、交流する機会となりました。
　　　　　　たくさんの参加をいただきありがとうございました。
       　　　　　　　　　当日参加いただいた方からのアンケートです。

■基調講演（小牧利明さんの講演）
　は、いかがでしたか？
・学童保育の開設から今日にいたって分
　かりやすく説明がされ、また退屈の
　ないよう中国のある講師の数学を交
　えての講話はためになりました。
・近くの学童クラブと交流し、いろんな
　情報交換ができるようにしていきた
　いと思いました。
・学童の色々な発展、可能性を感じ取れ
　るよい内容でした。
・児童クラブを立ち上げた当初からの大
　変さが良くわかり、とても良いお話
　を聞かせていただきました。児童ク
　ラブの運営のために親子でさつまい
　もを植えて、焼酎を作り上げられる
　ことはすごいことだと思います。
・指導員と施設長のスキルあげるための
　取り組み（実践）をきかせて頂いて、
　ためになりました。行動力ある姿勢
　に感服いたしました。
・冗談を交えて話してくださり、聞き　
　入ってしまいました。みんながスキ
　ルｕｐできるように、４つの取り組
　みを参考にして行っていけばいいな
　と思いました。たくさんの苦労をし
　ての今があると思ったので、これか
　らがんばっていきたいです。

【鹿県児童クラブ連絡会　第 7回新年度控えての指導員・
学童保育研修会　アンケート】

・市町村名　　薩摩川内市（２）　鹿屋市（３）　霧島市（２１）
　　　　　出水市（４）　日置市（３）　姶良市（２）　いちき
　　　　　串木野市（３）　さつま町（１）　志布志市（２）　
　　　　　南さつま市（１）　奄美市（７）

　 初めて参加した（２０）　　参加したことがある（３０）

・学童クラブ単独ではなし、地域や様々
　な機関などとの連携で、今まで難し
　かったことにも対応したり、取り組
　めたりできることが分かったので、　
　自分の所でも参考に生かしたいと思
　いました。
・発足当時のご苦労、連協の重要性、　
　良くわかりました。地域活性化、学
　童保育の必要性、真剣に考えられ今
　に至る実際の運営について、他校か
　らの受け入れに対応できるようイモ
　（子どもたちの手堀り）、マスコミ、　
　議員、行政への訴え、研修会の実施、
　参加そして連協に入ったからこそ。　
　頭の体操、よかったです。
・連絡協議会があることでたくさんの
　児童クラブと情報を共有でことがと
　てもありがたいと思います。自分が
　働いている児童クラブでの悩みなど
　を、他の児童クラブの方々も同じよ
　うな悩み、試行錯誤されながら解決
　してきたとうかがい、自分もいろい
　ろ工夫しながら、保育していきたい
　とモチベーションのあがる場となり
　ました。
・情報のやりとりの重要性が良くわか
　りました。協議会での情報はすごく
　助かります。
・発達障害などのＤＶＤ研修と他の学
　童で現場研修のために働くのは「い
　いな」と思いました。

・学童を立ち上げた苦労から、学童同士
　のつながり、職員同士のつながり、　
　保護者のつながりと子どもを真ん中
　に多くの人のつながりの中で、子ど
　もをサポートしてくのが必要だと思
　いました。
・町を変えてきた小牧さんの話に感動し
　ました。「あい・ぽーと」も立ち上げ
　の段階で将来的に働く親、子どもの
　ためになるといいなと思います。
・黒木ワイワイクラブができるまでに　
　様々なことがあることを知り、周り
　の人たちの協力、連絡協議会との連
　携の大切さを学びました。クイズが
　とても楽しかったです。
・立ち上げの際にことなどお聞きして、
　自分たちの時のことを思い出し、大
　変だったな～と改めて思いました。
・学童保育を設置されるまでのお話をき
　けて良かったですが、普段の学童ク
　ラブの子どもたちの様子や、活動内
　容（行事のこと）、指導員の子どもた
　ちへの働きかけなど具体的な話を聞
　いて見たかったです。以前、新聞に
　も載っていたことを知っていたので、
　より具体的なクラブの様子に興味が
　ありました。次回は、実際のクラブ
　のことに即した内容の話を聞いてみ
　たいです。

⑤



 

 

 

・児童クラブの立ち上げの話がとても心 
　に残りました。１４年前からされて
　いて、びっくりする苦労されたこと
　が、ひしひしと感じられ、努力され
　たことと思います。行政との関わり
　が大変だったと思います。午前中に
　勉強して、昼から仕事というのがい
　いと思います。施設長が勉強に行く、
　他の児童クラブと連携をとる。
・実例の講話で、楽しく聞くことができ
　ました。イモ作りから焼酎へ商品化
　するまでの写真も見せていただき、　
　感動し影響を受け、我が児童クラブ
　でも挑戦してみたいと思いました。
・学童の立ち上げの経緯がわかったり、
　他の市の連絡協議会の内容が知れて、
　有意義でした。
・何もないところから発足していく苦　
　労。町を発展させていこうというい
　ろいろな発想、すごいと思いました。
・立ち上げるまでのお話、勉強になりま
　した。子どもたちと一緒に焼酎を作っ
　たり、すごいなあと思いました。数
　字のゲームが楽しかったです。
・連絡協議会があることによって、指導
　員の情報交流の場ができ、私たち指
　導員も学童の資質を高めるようがん
　ばっていきたいと思います。活動報
　告も勉強になりました。
・学童保育のあり方、預けるばかりでな
　く、一緒に何かをすることも、経験
　できるという案をもらいました。参
　考にしたいです。

■今回の研修会講座＆分科会で印象
　に残ったことは、どんなことです
　か？
・分科会（グループ会）地域の方がほと
　んど協力的でびっくりした所があり、
　私たちもそうなれるよう努力したい。
　研修では、子どもの一人ひとりに耳
　を傾け共感し、一緒になって考えて
　いく。親御さんとも共感しあい、会
　話（プラスになるような）をしていく。
・（基礎講座）いろんな先生の話がきけ
　てよかったです。私自身ももう一度
　見直して、子どもたちと接していき
　たいと思いました。
・各児童クラブで本当に様々な考え方や
　問題点があることがわかりました。　
　条例づくりに関して、積極的に発言
　していく必要を感じました。

　ろな資料を読んで勉強したいと思い
　ました。
・（実践講座－学童の生活づくり）経験
　の長い先生方の日頃のクラブのこと
　についてや、大切にしたいことなど、
　お話が聞けてとても参考になりまし
　た。また、他のクラブの先生のお話
　を聞ける機会があって、色々とお話
　が聞けて良かったです。どのお話も、
　今後に役立てられお話ばかりでした。
・（理論講座－１）子ども発達段階につ
　いて指導員としてしっかり学んでお
　かないと反省しました。怒らない、　
　怒鳴らないようにし、苦言を与えて
　子どもが良くなる方法を探っていく
　ことが大切だと勉強できました。
・（基礎講座）「遊びを軸にした生活づ
　くり」という言葉は、印象深かった
　です。勉強に力を入れすぎていたの
　で…。
・（基礎講座）今まで以上に、子どもた
　ちの話をきちんと聞いてあげたり、　
　目が行き届けていけたらと思いまし
　た。保護者の方との交流を大事にし
　たいと思いました。
・（理論講座－１）ちゃんと遊んでいな
　い子は、９歳の壁は越えられない！
　息子にう～んと外や畑、山で遊ばせ
　てあげたいと思った。そろそろタケ
　ノコほったり、ワラビ取りに行った
　り、椎茸取りに行ったり。　「ダメ」「早
　く」は常に口にしている。気をつけ
　なきゃと思った。反省…。　指導員と
　して、また母として話を聞いていた
　ので、反省する点、これから実践し
　ていかなければいけないことなど、　
　考えさせられた講座でした。
・（基礎・実践講座）いろいろな話を聞
　くことができて良かったです。グルー
　プで話をして、自分が分からないこ
　とを教えてもらいました。この研修
　会を生かして子どもたち、保護者の
　方々と接していきたいと思います。
・（基礎・実践講座）学童を第二の学校
　にしてはいけない、学童は塾化して
　はいけない、緊張が（子どもに）あっ
　てはいけない、指導員主導であって
　はいけない等が心に響きました。「た
　だいま」と喜んで帰ってこられるよ
　うな学童にしたいと思った。

・（基礎講座・実践講座）テキストを見
　ながらとても分かりやすい講座でし
　た。実例を挙げながらの説明でした
　ので、とても良かったです。班に分
　かれての各児童クラブの問題点など
　も話ができて良かったです。
・（理論講座－１）子どもを中心に関わ
　ることの大切さ、豊かな支援方法等、
　色々とつなげて考えることができ、　
　良い学びになりました。今後の支援
　に役立てたいと思います。
・いつもと様子が違う子の背景に何があ
　るのかを知るということが印象に残
　りました。子どもからどうやって情
　報を集めたらいいのか、考えなけれ
　ばいけないなと思いました。自分の
　ことを分かってくれる人がいるとい
　う安心感をもってもらえるような指
　導員になりたいです。
・（理論講座－１）分かりやすい話でと
　てもためになった。大声をなぜ出し
　てしまうのか、というアドラーの話
　で、自分の感情をコントロールでき
　ないためだと思っていたのが、そう
　ではないということを初めて知り、　
　今後自分の対応（自分の子育てにも）
　に役立てていこうと思った。
・（基礎講座・実践講座）保護者との連
　携の際、共感的にアドバイスできる
　指導員の重要性、子ども一人ひとり
　の観察また兄弟や家族の様子を指導
　に生かしていくことの大切さ。学校
　とは違う場所ということ。→ホッとし
　た場所であり、学校終わりの一番の
　様子を見れることの良さがあること。
　それを保護者に伝えられたらいいと
　いうこと。目からウロコでした。
・（理論講座－１）今回の講座で子ども
　たちに対する自分の行動や言動を反
　省しました。「早く～」ってよく言っ
　てしまっていました。もっと子ども
　たちの行為や言動をよく観察してい
　きたいです。観察して心の中にある
　要求をくみ取れるようになりたいで
　す。また、先生の講座を受けたいです。
・子どもたちとのかかわりを最初、自分
　もことばで落ち込んだこともあるこ
　とを、共感していたことを聞いたら
　安心した。
・（理論講座－２・学童保育の制度・仕
　組み）説明を聞いて少しだけ新しい
　制度のことが分かりました。いろい

◆研修講座＆分科会
１，基礎講座／２，実践講座　
　・指導員の仕事と役割～学童保育の 1日の生活の組み立てと指導員の仕事の基本
　・学童保育の生活づくり～障がい児も含めた生活づくり／高学年にとっての学童保育

３，理論講座―１　子どもの発達と心理―青年期を見通した保育・教育をー
　　　　　講　師：熊谷良子さん／カウンセラー・保育士　宮崎市在住
４，理論講座―２　学童保育の制度・仕組み～市町村の条例づくりに向けて
　　　　　講　師：加来宗暁さん／県児童クラブ連絡会会長

⑥
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